
【結果】
●自然に「関心がある」人、「生物多様性」という言葉を「認知している」人はともに７割超
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既に取り組んでいる 今後取り組みたい

生物多様性の認知度と保全行動への取組意向（日本）
【調査概要】
令和７年11月28～29日にかけて、全国の18歳以上の男女計1676人にオンラインで質問した。

令和７年度 環境省実施調査

【考察】
ほとんどの人が自然に関心があり、生物多様性という言葉を認知している。食を通じた生物多様性保全への貢献への
関心が高く、次いで、環境負荷の低い商品や、環境に配慮した経営を行う企業の商品を選んで買いたいという意向が
見られた。

●取り組んでいる／取り組みたい生物多様性保全行動は「地元産の旬な食材を味わう」、「エコラベルなどが付いた商品を買
う」、「環境に配慮した経営を行う企業の商品を選んで買う」が上位に。
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生産や流通で使用するエネルギーを
抑えるため、地元で採れた旬の食材を
味わう

エコラベルなどが付いた環境に優しい
商品を選んで買う

環境に配慮した経営を行う企業の商品
を選んで買う

18.4% 53.6% 20.1% 7.8%
非常に関心がある ある程度関心がある あまりない まったくない

関心度高 72.1%
Ｑ．自然についてどの程度関心がありますか？

30.8% 42.7% 26.5%
言葉の意味を
知っていた

意味は知らないが、
言葉は聞いたことはあった 聞いたこともなかった

認知 73.5%
Ｑ．「生物多様性」の言葉の意味を知っていましたか。

自然の素晴らしさや季節の移ろいに対する
感動を、写真や絵などで伝える

野外活動への参加や、動物園や植物園に
行くことを通じて、自然や生物について学ぶ

清掃活動や外来生物の駆除などの活動に
参加する

生物多様性についての環境教育・学習セミ
ナーなどに参加する

取り組みたいと思わない
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※複数回答
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